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は じ め に

昭和50年に始まったホタテガイ大量へい死を克服できる､ホタテガイ垂下養殖管理方法を確立す

るために､センターではモデル養殖試験を昭和51年～53年度に実施した｡その結果､養殖管理方法

が適切であれば､ホタテガイは-い死したり､異常貝にならないことが実証された｡そ して､セン

ター･県では､頻繁に ｢ホタテガイ養殖座談会｣を開催し､ホタテガイモデル養殖試験で得た知見

を基に ホタテガイの適正養殖管理方法を繰り

返 し説明した｡

しかし､それにもかかわらず､陸奥湾湾口

部に近い平舘村漁業協同組合､蟹田町漁業協

同組合に所属するホタテガイ養殖業者の一部

から､ ｢自分達のホタテガイ養殖漁場は､湾

口部に近いので､津軽暖流水流入の影響､一ま

た､潮流が早いために陸奥湾内の他の養殖漁

場と同一視するのは無理である｣という意見

を座談会等の席上で何度も聞かされた｡ 一

陸奥湾内では､大量-い宛克服の徴候が見え

ているにもかかわらず - ｡その結果､これ

らの地域では成員生産より半成貝生産に販売

の主力をおいたために､ホタテガイの生産量

が未だに低迷している状態である｡

第 1図､第 2図､第 3図に平鹿村漁業協同

組合におけるホタテガイの水揚げ状況を示した｡

そこで､センターでは､湾口部といえども

養殖管理方法さえ適切であれば､ホタテガイ

成貝ができるという確信のもとに､平舘村舟

岡のホタテガイ養殖漁場でモデル養殖試験を

実施 した｡そして､陸奥湾内の他の地域に比

較 し､多少条件が悪いにしても養殖管理方法
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さえ適切であればホタテガイ成貝ができるこ

とを実証しようとした｡

材 料 と 方 法

1. 試 験 期 間 :昭和55年 4月～57年 4月

2. 試 験 項 目:湾口部におけるホタテガ

イ成員生産の可能性につ

いて

3. 実証試験漁場 :実証試験漁場を第 4図に
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･支所第 3図 54年度の

各組合 ･支所別組合員 1人あたりの水揚げ量 (養殖ホタテガイ)水揚げ量は県漁連資料より､組合員数は54

年度ホタテガイ実態調査報告書 54.10より｡示す.ホタテガイモデル養殖試験は､平舘村舟岡沖 (水深3
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第4図 ホタテガイモデル養殖試験漁場4.養殖施設の設置 :養殖施設は､クマコを付けた幹網部分 (

1本/m､幹網80m)をセンターが準備し､漁業者が設置した施設の幹綱部分

を取り除き､錨綱部分を借用して養殖施設-ケ統を作った｡施設には､たちきり(40m/本､合計 3本 )

を付け.幹綱水深 (15m )､浮玉 ･底玉は全て尺 2玉を使

った｡施設の構造は今までのモデル養殖試験施設と同じである｡しかし､潮流の影響を考えて､(1)幹綱に

は直径227mのダイヤ

ロンロープ (今までは直径18pm)､(2)錨は､80Kg(南側)と10

0Kg(北側 )を使った(今までは60-70Kg)05.供試ホタテガイ :供試ホクテガイは､平舘村舟岡のホタテガイ養殖業

者より譲 り受けた採苗器から採取した椎貝を使った｡



<付着椎貝の採取>

付着椎貝の採取方法は､ ｢ホタテガイモデル養殖試験Ⅲ (昭和53年～55年 )｣｢ホタテガイモデ

ル増殖予備試験Ⅳ (昭和54年～57年 )｣と同じである｡

本年度は付着椎貝を2分目のふるいで選別 (8月5日)したが､選別後の付着椎貝の殻長が8.7

- 9.2冊と大きく､椎貝の計量容器と_して直径34仰のスチロール管を切断 し､すり切り一杯に丁度

100枚の椎貝が入るような大きさにして使った｡

椎貝採取時に玉ねぎ袋の底に落下している椎貝はなく､全ての椎貝がネ トロンネットや玉ねぎ袋

に付着 した状態であった｡一袋あたりの椎貝付着個数を第 1表に示す0

第 1表

採苗器投 入月 日 採苗器の 採 苗器 の 付 着 2分目のフルイで採苗で き る数 付着椎貝の 2分 目 でふる つ た稚貝の殻長 ヒト

デ㈲ へ い種 類 垂 下 水深 総 数 殻 長 死 率(m) (個) (個)

(RFT) (MM) (%)5.18 玉ネギ袋 13.5-14.5 7.136 1.601
6.01土2.18 9.24土1.26 0 0とネトロンネット 20.5-21.5 7,984

1.300 5.86土2.29 8.77土1.03 0 一 027.5-2

8.5 6,224 634 4.93土2.21 8.70土0.93 1 1稚貝を 1.5分

目パールネットに約 100個ずつ収容 し､約30連xlO段x約 100個/パ-30,000個のホタテガイを垂下 した (使用 した採苗器は24袋 ).パールネットには約 2K

gのおもりをつけて､底玉 (尺 2玉 )を10連/個になるように幹綱の端から機械

的につけた｡<ホタテガイ垂下養殖の経過>ホタテガイ垂下養殖

の経過を第 2表に示す｡第 2表 モデル養殖試験におけるホタテガイの成長と異常貝出現率

調査月日 調 査 した 龍 の種 類 と 連 数 調査個数 平均収容個数 生 貝
死 貝生貝. 殻 長 全 重 量 肉 重 量 異常負個数 異常

貝出現率 へい死率 殻 長(個)(喝廊 ㈲ (#) (9) (9) (潤) (%) (%) (鵬)**55.10.9***56.3.12.56.5.1456.10.457.3.12 パールネット1連x10段パ ｢′レネット2連x10段丸 龍 1連x10段丸 龍 1連x10段丸 龍 1連×10段 1,02039510910094102.019.710.910.09.41,0023941098555 *21.52土3.1665.00土3._7378.02土4.1697.28土4.82118.32土7.00 25.22士 3.3648.68士 6.5695.65土12.60172.51j=27.2922.36土 3.5033.92士 4.7064.57土11.12 210114 0.22.50.91.27.3 1.80.3015.041.5

14.88土



本試験では､最終生残率が58.5%(積算生残率57.3% )となり､53年度の実証試験結果に比べ低

い生残率となったが､養殖管理方法はこれで良いと思う｡ホタテガイのへい宛状況は丸寵 (lo授 )

の5- 6段目､ 9- 1臓 目に浮泥混｡のキヌマトイガイの死殻がi程度溜｡､ホタテガイはその中

に埋没してへい死 していた｡また､-い死ホタテガイの殻長が89.1mnr､56年10月の調査では宛殻

の殻長が84.7mmであることから､へい死は56年夏から秋にかけて落下したキヌマトイガイが丸寵中

に溜ったためにおこったものと思われる｡一方､キメマトイガイ死殻や浮泥が堆積 していない段に

収容されているホタテガイにはへい死が見られなかった｡本試験で使用 した丸寵の目合は4分目で､

通常使われている丸龍 (7分目)に比べると目合が小さいが､この目合の丸寵は今までもホタテガイ

モデル養殖試験で使っていたものである｡しかし､考えようによっては､当然丸寵の外へ落下すべ

きキヌマトイガイが外に落下できずに丸龍内に溜っていたということは､本試験に使った施設 ･寵

が十分に安定 した状態に保たれていたことが考えられた｡

ま と め

陸奥湾内でホタテガイ成員を作るためには､(1)稚貝採取

-第 2回分散 10個/丸

100個/パ -第 1回分散 20偲〃ヾ

､(2)第 1回分散は10月上旬までには終了する､の2点が養殖管理作業の塞

本になることが再確認された｡

最終調査終了後の57年 4月13日に､陸奥湾内各漁協 ･支所､業界､県の関係者に海上で養殖施設

を取り揚げながら現場説明した後に､ ｢モデル養殖試験結果報告会｣を平舘村漁業協同組合大会議

室で開いた｡報告会では､モデル養殖試験の経過を貝殻標本､図表を使って説明 し､質疑応答を行

った｡
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